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研究成果の概要（和文）：高解像度大気大循環モデルや領域大気海洋結合モデル等による数値実験や、アンサン
ブル大気再解析データ・衛星リモートセンシングデータ・海洋現場観測データの解析を駆使することで、(1)温
暖化に伴う中緯度顕著台風の将来変化の予測、(2)台風強化に寄与する西岸境界流の遠隔影響の評価、(3)台風の
温帯低気圧化の２段階の降水集中メカニズムを解明、(4)梅雨期の台風による遠隔降水の新しいメカニズムを提
唱、(5)ホットスポットの理想化実感から爆弾低気圧と二つ玉低気圧の最適出現条件を評価、(6)台風・爆弾低気
圧に対する海洋応答の実態を解明、(7)台風・爆弾低気圧活動の長期変化傾向、など重要な学問的知見が得られ
た。

研究成果の概要（英文）：Using high-resolution numerical models on regional and global scales and 
various observational data, we clarified (1) the effect of atmosphere-ocean coupling on intensity 
changes of tropical cyclones (TCs) under a changing climate, (2) the remote effect of Kuroshio on TC
 activity, (3) the multiple dynamics during extratropical transition, (4) the remote effect of TCs 
on Meiyu-Baiu precipitation in Japan, (5) how explosive and binary cyclogenesis are induced over a 
mid-latitude hotspot, (6) how the surface layers of the ocean respond to TCs and explosive cyclones,
 and also assessed (7) the long-term variability of TC and explosive cyclone activities. 

研究分野：気象学、気候力学

キーワード： 気象学　海洋物理・陸水学　台風　爆弾低気圧　黒潮・黒潮続流

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　熱帯低気圧の強化に寄与する黒潮・メキシコ湾流の遠隔影響を見出し、遠隔海域（特に暖流域）の海面水温の
情報も精度が良くなければ、台風の強度予報も十分に改善されないことを指摘する一方、近年の黒潮の高温化が
日本に接近する秋台風の強度を強めている可能性を示した。台風の温帯低気圧化の２段階メカニズムや台風の遠
隔降水のメカニズムを明らかにし、台風に起因する豪雨予測にも重要な知見を与えた。また、台風の温暖化予測
においては、高解像度の大気海洋結合でないと、予測の不確実性を低減することは難しいことを示した。ホット
スポット域の二つ玉・爆弾低気圧出現の最適条件を理想化実験から明らかにして本質的理解が大幅に進んだ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、(i)北日本（特に北海道）の爆弾低気圧による暴風雪・高潮被害、(ii)西日本の台風・
線状降水帯の豪雨被害（2017年7月九州北部豪雨等）、南西諸島の台風による暴風被害、(iii)東
日本（特に関東）の南岸低気圧による大雪・暴風被害等が発生しており、日本全国広範囲でスト
ームの激甚化による災害の増大を危惧させるような被害事例が多発している。梅雨末期を中心
とした主に線状降水帯による記録的豪雨には台風の間接的影響も大きい。その意味で、双璧をな
す総観規模擾乱（ストーム）である台風と爆弾低気圧の発達・進路予測の改善並びに近未来の気
候環境下で両ストームの活動度がどのように変調していくのかを定量的に明らかにする事は減
災・防災の観点からも喫緊の課題である。 
ところが、その課題解決に大きな不確実性をもたらしているのが日本近海を流れる暖流（特に
黒潮・黒潮続流）が両ストームに与える実質的な影響である。冬季には暖流から多量の熱・水蒸
気が大気へ供給され低気圧を活発化させる一方、夏季には暖流域の高海水温が台風の勢力維持
に寄与する。爆弾低気圧に関しては、従来の傾圧不安定理論だけでは不十分であり、水蒸気の凝
結に伴う潜熱放出の重要性が指摘されてきた。特に欧米の学界では温暖コンベアベルト（WCB）
を介した低緯度からの水蒸気供給の役割が盛んに研究されてきた。一方、日本では欧米の最新の
研究とは異なり、寒冷コンベアベルト（CCB）を介した黒潮・黒潮続流からの熱・水蒸気供給が
暖流上の低気圧の急発達や低気圧構造の変化に大きな影響を与えている事を独自に見出してき
た。黒潮大蛇行が南岸低気圧の経路を南偏させているという観測事実の数値モデルによる検証
に初めて成功し、また黒潮続流から切離した複数の暖水渦による海面水温の上昇が、爆弾低気圧
中心近傍の強風分布を変化させているという新しい知見は黒潮・黒潮続流の能動的役割を強く
示唆するものである。逆に、爆弾低気圧に対する海洋応答も深層まで生じており、中緯度海洋・
大気間の双方向作用が爆弾低気圧の発達予測にいかに重要かが最新の研究で明らかになりつつ
ある。しかしながら、暖水渦のような海洋中規模渦と低気圧の空間規模は1桁程度異なっており、
スケール間大気海洋相互作用の実態は依然として未解明である。 
台風の予報精度においては、進路予測は大きく改善されてきたが強度予測は依然として誤差
が改善されていない。その主な理由の一つとして大気海洋相互作用の重要性が指摘されている。
実際、高解像度大気海洋結合モデルで台風強度予測が48時間予報で25%前後の改善がみられた事
が報告されている。また台風直下の海洋混合層水温が海面水温より重要であることが指摘され
ており、海洋混合層の構造が大きく変化する黒潮域内外で台風の発達環境場が異なってくるこ
とも予想される。最新の研究では、台風直下の大気海洋相互作用のみならず黒潮の遠隔作用（黒
潮からの長距離水蒸気輸送）も日本南方海上の台風強度の維持・発達に寄与するという新たな仮
説も報告されている。これらの知見は台風の発達・強度予測精度向上のためには中緯度大気海洋
相互作用のプロセスの理解と定量的評価が必要不可欠であることを示している。さらに台風が
温帯低気圧に構造変化（温低化）する際に、極端現象（暴風・豪雨等）の発生領域や強度が大き
く変化するため、その被害予測が非常に難しい。温低化した一部はしばしば爆弾低気圧に変わる。
これらの温低化の多くはまさに黒潮・黒潮続流上で生じているため、温低化に対する黒潮・黒潮
続流の影響も未解明な問題として残されている。 
 
２．研究の目的 
本研究課題の目的は、台風と爆弾低気圧の発達プロセスに果たす中緯度大気海洋相互作用の
役割を定量的に解明し、(i)両ストームの強度・進路予測の大幅な改善、(ii)ストーム起源の局
地的豪雨・豪雪・暴風等の顕著現象の予測可能性に貢献、(iii)温暖化に伴う日本周辺地域の大
気海洋環境変動が両ストームに与える影響を評価することである。 
 
３．研究の方法 
研究手法は、高解像度大気大循環モデルや領域大気海洋結合モデル等による数値実験や、アン
サンブル大気再解析データ・衛星リモートセンシングデータ・海洋現場観測データの解析による
検証である。具体的なサブ課題は以下の３つである。互いに連携しながら研究を推進する。 
(1)黒潮・黒潮続流上の両ストームの構造変化と海洋応答の解明：海洋応答では海底設置流速計
から得られる流速データ等の現場観測データと大気海洋結合モデルの再現結果の比較を行う一
方、衛星リモートセンシングと高解像度数値シミュレーションを併用して暖流上のストーム内
部構造の変化とそのメカニズムを明らかにする。また、大気海洋相互作用が極端現象に与える影
響を数値シミュレーションや地球観測衛星データによる強度推定手法を用いて定量的に評価す
るとともに，低頻度だが社会的影響が甚大な極端現象のもつ不確実性をアンサンブル予測実験
により明らかにする。 
(2)黒潮・黒潮続流の蛇行・中規模渦によるストーム活動の力学的変調の解明：低気圧の微視的・
巨視的描像の観点から、黒潮・黒潮続流の蛇行や海洋中規模渦の挙動が爆弾低気圧等のストーム
活動に与える力学的変調（前線強化など）を雲解像領域大気・大気海洋結合モデル等を用いて明
らかにする。また近年の海面水温の10 年規模変動がストーム活動にもたらす影響を定量的に評



価する。 
(3)温暖化による日本周辺地域の大気海洋環境変動が両ストームに与える影響評価：温暖化する
気候系の中で見られる黒潮・黒潮続流域の大気海洋環境場の変化が台風の急速強化、温帯低気圧
化による再発達や亜熱帯低気圧に与える影響を調査する。またストーム起源で遠隔で発生した
極端現象（線状降水帯による豪雨等）について大気海洋結合モデルによる高解像度数値シミュレ
ーションに基づく極端現象発生要因の解明と定量的評価を行う。 
 
４．研究成果 
 
(1)ホットスポット近傍での台風・爆弾低気圧の発達・構造変化のプロセス 
①台風では、(i)台風の温帯低気圧化後の再発達について過去40 年間の事例を解析し、台風の非
断熱加熱は北東側で対流圏上層の渦位を大きく減少させ、緯度が高いほどこのプロセスによる
再発達が起きやすいことを見出した。(ii)令和元年東日本台風の高解像度シミュレーションを
実施し、温帯低気圧化に伴う湿潤対称安定性の減少と温暖前線形成が台風の北側に降水を集中
させていることを明らかにした。(iii)台風によって海塩粒子が輸送される過程を解明するべく、
気象シミュレーション結果を化学物質輸送モデルに入力して計算を行い初期的な結果を得た。
また、これまでに導出した鉛直混合による海洋表層の冷却過程に加え湧昇による過程を定式化
して台風のポテンシャル強度理論式を導出した。(iv)梅雨期の台風による遠隔降水の新しいメ
カニズムを提唱した。 
②爆弾低気圧では、(i)理想化した大気大循環モデルを用いて、縁辺海および黒潮続流域の海面
熱フラックスが低気圧活動に与える影響とそのモデル解像度依存性を明らかにし、縁辺海から
黑潮域まで広がるホットスポットが日本付近の低気圧の特性（爆弾低気圧＆二つ玉低気圧）を決
定づける要因の一つである事を見出した。さらに、放射過程を簡略化した全球WRFモデルに「北
太平洋の縁辺海ホットスポット」を与え、偏西風ジェットのロスビー数を変化させる理想化実験
を行い、爆弾低気圧と二つ玉低気圧の最適出現条件を明らかにした。(ii)領域同位体循環モデル
を用いて日本海低気圧の水蒸気起源を調査し、低気圧中心近傍の潜熱加熱をもたらす水蒸気の
起源に交替が生じている事が明らかになった。また、日本海低気圧と南岸低気圧の急発達をもた
らす水蒸気起源に系統的な差異を見出した。 
(2)台風・爆弾低気圧に対する海洋応答 
①東シナ海陸棚縁で台風通過後慣性振動周期の流速変動が局所的に強化される現象が起こって
おり、その発生要因を明らかにした。関連して低次生態系の応答も大きい事が分かった。また、
東シナ海の陸棚縁を横切るように台風が通過すると、東シナ海陸棚上では第一モードの近慣性
内部波が励起され、太平洋では高次モードの近慣性内部波が卓越することを係留流速計データ
と数値モデル結果から明らかにした。②海洋モデルとクーリングパラメータを用いて2019 年台
風15 号と19 号による海洋応答を評価しサブメソスケールの渦構造の影響が示唆された。③ウ
ミガメによるバイオロギング観測から2009年台風20号では70m 深まで1～2℃の水温低下が捉え
られ、アルゴフロートや衛星観測では把握できなかった現象を見出した。 
(3)ストームと海洋のインターフェイス 
①衛星マイクロ波放射計の観測（輝度温度）に基づく海上大気比湿推定手法の開発が進行中で、
既存の方法と比較して欠測率が大幅に向上し、台風時の観測では80-90%をカバーすることが可
能となった。台風時の航空機観測との比較から推定の信頼性を確認した。また台風時だけでなく
爆弾低気圧時の推定も可能になった。また、台風時の衛星海面フラックスデータと再解析データ
などとの比較を実施した。黒潮域を通過する台風・ノルディック海を通過するPLに対する海洋応
答・海面フラックス応答の詳細を示した。②黒潮続流域の大気総観規模スケールの海面熱フラッ
クス変動特性と海洋影響についても研究を実施し、総観規模擾乱に対するフラックス応答の特
性を明らかにした。 
(4)黒潮・黒潮続流域の高温化によるストームの強化・変調過程 
①2019年台風15号が熱帯域でしか見られない渦の軸対称構造を保持しながら理論限界強度を超
えており、上陸直前まで強い強度が持続した理由を明らかにした。②典型的な秋台⾵が南西諸島
付近を北上中に黑潮の海面水温(SST)偏差の影響を既に受けている事をSST感度実験から見出し、
近年の黒潮・黒潮続流域のSST高温化は日本に接近する秋台風の強度に有意な影響を与えている
事が示唆された。また、台風への黒潮の遠隔影響のメカニズムがメキシコ湾流でも適用可能であ
ることを示した。 
(5)ストーム活動の長期変動 
①温暖化する将来に台風の発生環境場がどう変わるか、大規模アンサンブルデータセットd4PDF 
と台風発生環境場診断手法を用いて、将来気候での台風発生環境場の変質を明らかにした。また
現在気候と将来気候における台風発生環境場の変化、さらに台風の特徴の変化を見出した。②顕
著既往台風Tramiを対象に大気海洋結合領域モデルの擬似温暖化実験を実施した。CMIP6のMIROC6
等のssp128＆585実験から抽出した感度実験から、温暖化の進行と共に台風の最大強度も線形増
加する事、増加率は台風の移動速度とサイズを複合させた無次元移動速度に依存する事を明ら
かにした。③全球高解像度モデルの感度実験から、西太平洋の台風の生涯最大強度は海面水温の
履歴とよく対応し、海面水温偏差は主に大規模循環場および台風経路の変化を通して生涯最大
強度に影響する事が分かった。④気象庁大気再解析データJRA-55Cを用いて北太平洋爆弾低気圧



活動の長期変化を解析し、近年の北西太平洋の海面水温上昇が北太平洋中央部での爆弾低気圧
活発化の要因であることを明らかにした。 
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activity: case study of the 2018 boreal summer

Relationship between tropical cyclone intensity and SST

Moisture sources of extraordinary heavy precipitation in Kyushu in middle August 2021: Return to Baiu situation

Relationship between large-scale atmospheric conditions and western North Pacific tropical cyclones in 2019: Overview
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新学術領域研究「変わりゆく気候系における中緯度大気海洋相互作用hotspot」第5回領域全体会議

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2023年度春季大会

那須野智江, 菱沼美咲, 山田洋平, 中野満寿男, 小玉知央, 筆保弘徳

那須野智江, 山田洋平, 中野満寿男, 村上裕之

那須野智江, 山田洋平, 中野満寿男, 村上裕之

那須野智江

日本気象学会2023年秋季大会

低気圧と暴風雨に係るワークショップ2023
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

2019年夏季の大規模場と台風の関係

台風の生涯最大強度と海面水温偏差の関係

台風の生涯最大強度と海面水温偏差の関係

台風の生涯最大強度と海面水温偏差の関係
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2023年度山中湖シポジウム大気海洋相互作用研究

新学術領域研究「変わりゆく気候系における中緯度大気海洋相互作用hotspot」第5回領域全体会議

新学術領域研究「変わりゆく気候系における中緯度大気海洋相互作用hotspot」第5回領域全体会議

富田裕之・田中陸渡

中田 英太朗, 富田 裕之

富田裕之・田中陸渡

藤原圭太，川村隆一，野中正見

日本地球惑星科学連合2023年大会

 ２．発表標題
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ノルディック海におけるPolar low - 海洋間相互作用

人工衛星観測による台風状況下の海面水温分布の研究

ノルディック海におけるPolar low-海洋間相互作用

黒潮大蛇行に伴う海面水温偏差が遠隔海域の台風強度に与える影響：2019年台風20号の事例解析

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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日本気象学会2022年度秋季大会

中緯度大気海洋相互作用hotspot2研究集会

中緯度大気海洋相互作用hotspot2研究集会

 ３．学会等名

山本勝

藤原圭太，川村隆一，野中正見

山本勝

山本勝

低気圧と暴風雨雪に係るワークショップ2022＆第4回高低気圧ワークショップ

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

北太平洋西岸域ホットスポットに対する大気応答：二つ玉低気圧と爆弾低気圧の出現の最適条件

黒潮大蛇行に伴う海面水温偏差が遠隔海域の台風強度へ与える影響

海面水温偏差が2020年7月下旬の対馬海峡の大雨に及ぼす影響について

海面水温偏差が2020年7月下旬の対馬海峡の大雨に及ぼす影響について
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 １．発表者名
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中緯度大気海洋相互作用hotspot2研究集会

岡英太郎，杉本周作，小橋史明，西川はつみ，金田幸恵，那須野智江，川村隆一，野中正見

西村はるか, 李肖陽，川村隆一，川野哲也，望月 崇，一柳錦平，芳村 圭，西 俊一，箕輪昌裕，岩堀太紀

平田英隆，川村隆一，野中正見，木戸晶一郎

近藤亜美，川村隆一，川野哲也，望月崇

中緯度大気海洋相互作用hotspot2研究集会

中緯度大気海洋相互作用hotspot2研究集会

 ２．発表標題

 ４．発表年
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 ４．発表年
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 １．発表者名

日本の南の亜熱帯モード水が台風に与える影響

2021年8月豪雨 ～水蒸気起源解析から「戻り梅雨」を読み解く～

日本東方海上の海面水温の急上昇が温帯低気圧に伴う顕著現象へ与える影響

日本海で発達する爆弾低気圧の北海道横断時における構造変化
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中緯度大気海洋相互作用hotspot2研究集会

中緯度大気海洋相互作用hotspot2研究集会

第44回日本気象学会九州支部発表会

丸野航輔，川村隆一，望月崇，川野哲也

井上弘陽，川野哲也，川村隆一，望月崇

竹本祐太郎, 川村 隆一, 望月 崇, 川野 哲也

川村隆一

日本気象学会2022年度春季大会シンポジウム「線状降水帯に関する研究の最前線と今後の展望」（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

北西太平洋における熱帯低気圧と環境場の関係

南岸低気圧による関東大雪時に関東南沖で形成される沿岸前線について

黄海を通過する台風が朝鮮半島周辺海域の海水温と表層流に与えるインパクト

梅雨の環境場と線状降水帯
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 ２．発表標題
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低気圧と暴風雨雪に係るワークショップ2022＆第４回高低気圧ワークショップ

気候システム研究集会2022

気候システム研究集会2022

 ３．学会等名

西村はるか, 李肖陽，川村隆一，川野哲也，望月 崇，一柳錦平，芳村 圭，西 俊一，箕輪昌裕，岩堀太紀

土田耕, 望月崇，川村隆一，川野哲也，釜江陽一

藤原圭太，川村隆一

川野哲也，安清莉奈，川村隆一，望月崇

低気圧と暴風雨雪に係るワークショップ2022＆第４回高低気圧ワークショップ
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 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

2021年8月豪雨 ～水蒸気起源解析から「戻り梅雨」を読み解く～

CMIP6 piControl実験における全球平均地表面温度の変化と応射応答のラグ関係についての要因分析

九州地方における梅雨の準４年変動の顕在化

MIROC6 SSP5-8.5シナリオに基づくJPCZの将来変化

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本気象学会2022年度秋季大会
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日本気象学会2022年度秋季大会

中村祐貴, 川村隆一, 川野哲也, 望月崇

吉田尚起, 川村隆一, 川野哲也, 望月崇, 飯塚聡

土田耕, 望月崇, 川村隆一, 川野哲也, 釜江陽一

西村はるか, 李肖陽，川村隆一，川野哲也，望月 崇，一柳錦平，芳村 圭，西 俊一，箕輪昌裕，岩堀太紀

日本気象学会2022年度秋季大会

日本気象学会2022年度秋季大会
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フィリピン諸島を横断した台風Rai (2021) の数値実験

台風ボーガスを用いた7月気候場シミュレーションによる台風の遠隔影響（Ⅱ）

CMIP6 piControl 実験における全球平均地表面温度の変化と放射応答のラグ関係についての要因分析

2021年8月豪雨 ～水蒸気起源解析から「戻り梅雨」を読み解く～
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日本気象学会2022年度秋季大会

日本気象学会2022年度秋季大会

日本気象学会2022年度秋季大会

Xiaoyang Li, Ryuichi Kawamura, Kimpei Ichiyanagi, Kei Yoshimura

平田英隆，川村隆一，野中正見

藤原圭太，川村隆一

川野哲也，安清莉奈，川村隆一，望月崇

日本気象学会2022年度秋季大会
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 ２．発表標題
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Moisture sources and isotopic composition of a record-breaking heavy Baiu/Meiyu rainfall in southwestern Japan in early July
2020

黒潮続流域の海面水温偏差に対する 2021 年 2 月の爆弾低気圧の応答

九州地方における梅雨の準４年変動の顕在化

MIROC6 SSP5-8.5シナリオに基づくJPCZの将来変化
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「大気海洋結合系の変動・変化と広域・持続的な異常天候」研究集会

AGU Fall Meeting 2022（国際学会）

第20回天気予報研究会（招待講演）

 ３．学会等名

Xiaoyang Li, Ryuichi Kawamura, Kimpei Ichiyanagi, Kei Yoshimura

川村隆一

Xiaoyang Li, Ryuichi Kawamura, Kimpei Ichiyanagi, Kei Yoshimura

土田耕, 望月崇，川村隆一，川野哲也，釜江陽一

Asian Conference on Meteorology 2022（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Water Origins and Isotopic Composition of Heavy Baiu/Meiyu Rainfall: a Case Study in Southwestern Japan in Early July 2020

爆弾低気圧情報データベースの利活用

Water origins and isotopic characteristics of a heavy Baiu/Meiyu rainfall in Japan in July 2020

CMIP6 piControl実験における全球平均地表面温度の変化と応射応答のラグ関係についての要因分析

 １．発表者名

 １．発表者名
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日本海洋学会2022年度秋季大会

徳田眞太朗・森本昭彦・冷茜・郭新宇・工藤勲

柳瀬 亘

柳瀬 亘・栃本英伍・渡邉俊一・嶋田宇大・北畠尚子・吉田 聡・平田英隆

柳瀬亘・嶋田宇大・北畠尚子・栃本英伍

第4回高・低気圧ワークショップ

日本気象学会2022年度秋季大会
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

東シナ海陸棚斜面域における台風通過に伴う低次生態系の応答

Phase Transitions －IWTC-10の作業部会より－

低気圧の多様性に関する気象研究ノートの構想

中緯度付近の台風の発生メカニズム―傾圧過程と非断熱過程の融合―
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JpGU meeting 2022（国際学会）

日本気象学会2022年度秋季大会

Nasuno, T., M. Nakano, H. Murakami, K. Kikuchi, Y. Yamada

Nasuno, T., M. Nakano, H. Murakami, K. Kikuchi, Y. Yamada

那須野智江, 山田洋平, 中野満寿男, 村上裕之
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Impacts of midlatitude western North Pacific sea surface temperature anomaly on the subseasonal to seasonal tropical cyclone
activity: case study of the 2018 boreal summer

Impacts of midlatitude western North Pacific sea surface temperature anomaly on the subseasonal to seasonal tropical cyclone
activity: case study of the 2018 boreal summer

2018年の台風活動に対する海面水温偏差の影響
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中緯度大気海洋相互作用hotspot2研究集会

JpGU 2022（国際学会）

日本気象学会2022年度秋季大会

 ３．学会等名

Sachie Kanada

金田幸恵

那須野智江

那須野智江・山田洋平・中野満寿男・村上裕之

新学術領域研究「変わりゆく気候系における中緯度大気海洋相互作用hotspot」第4回領域全体会議

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

The Destructive Typhoon Frequency Decrease in Japan from the Mid-20th to Early-21st Centuries

20世紀半ばには21世紀初めより日本に強い台風が来ていてもおかしくない？

2018年の台風活動に対する海面水温偏差の影響

台風強度と海面水温の関係（全球非静力学モデル実験）
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日本気象学会2022年度春季大会

藤野梨紗子・宮本佳明

藤野梨紗子・宮本佳明

Risako Fujino, Yoshiaki Miyamoto

藤野梨紗子・宮本佳明

日本気象学会2022年度秋季大会

103rd American Meteorological Society Annual Meeting（国際学会）

 ２．発表標題
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

藤沢市辻堂での2018年9月17日の降水事例における環境場の解析

2019年10月25日の降水事例におけるエアロゾル湿性沈着量の解析

Relationship between precipitation / snowfall and PM2.5 based on ground surface observation data

気象化学モデルを用いたエアロゾル湿性除去の定量化
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 １．発表者名

 ２．発表標題
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中緯度大気海洋相互作用hotspot2研究集会
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学術領域研究 Hotspot2 第四回領域全体会議
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台風通過に対する海洋応答の全球海面水温データセットによる違い

黒潮域における台風通過に対する海面水温の応答

観測データに基づいたノルディック海におけるPolar Lowー海洋間相互作用の研究

衛星による台風時の海面潜熱フラックス推定
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2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2020年度秋季大会

MSJ Autumn Meeting 2020

日本気象学会2020年度春季大会

 ３．学会等名

Xiaoyang Li, Ryuichi Kawamura, Atsuko Sugimoto, Kei Yoshimura

飯塚　聡, 川村 隆一, 中村　尚, 美山　透

鈴木 雄斗，川村 隆一，川野 哲也，望月　崇

藤原 圭太，川村 隆一，川野 哲也

日本気象学会2020年度秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Numerical study of water origins within explosive cyclone system developing in the vicinity of Japan

2019年台風19号に対する海面水温偏差の感度実験

対馬海峡付近で発生・発達したポーラーロウの解析

温低化するハリケーンSandy(2012)の下層フロントの降水強化に対するメキシコ湾流の熱力学的影響

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本気象学会2020年度春季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2020年度春季大会

土田　耕, 望月 崇, 川村 隆一, 川野 哲也

原　啓喜, 川野 哲也, 川村 隆一, 望月 崇, 増田 有俊

鈴木 雄斗, 川村 隆一, 川野 哲也, 望月 崇

藤原 圭太, 川村 隆一, 川野 哲也

日本気象学会2020年度春季大会

日本気象学会2020年度春季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

MIROC6歴史実験における摂動フィードバックパラメータと環境場の関係

台風の発雷域の大気環境場

朝鮮半島南東部で発生・発達したポーラーロウの解析

メキシコ湾流の高海面水温が温低化するSandy(2012)の構造変化と関連する極端降水に与える影響

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2020年度春季大会

日本気象学会2020年度春季大会

日本海洋学会2020年度秋季大会

吉田聡、佐藤克文、楢崎友子、福岡拓也

佐藤克文、吉田聡

吉田聡、佐藤克文、楢崎友子、福岡拓也

藤原 圭太, 川村 隆一，川野 哲也

台風研究会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ウミガメによるバイオロギング を用いた台風・爆弾低気圧下の海水温観測

バイオロギングで実現するInternet of Animals

ウミガメによるバイオロギング を用いた台風・爆弾低気圧下の海水温観測

モンスーン渦から発生した2019年台風17号(TAPHA)の数値実験

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2019年度秋季大会

日本気象学会2019年度秋季大会

日本気象学会2019年度秋季大会

 ３．学会等名

平田 英隆, 川村 隆一，野中 正見

藤原 圭太, 川村 隆一，川野 哲也

藤原 圭太, 川村 隆一，川野 哲也

築地原 匠, 川村 隆一

異常気象の発現メカニズムと大規模大気海洋変動の複合過程

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

黒潮大蛇行はどのように温帯低気圧の経路を変化させるか？

温低化に伴うSandy(2012)の降水強化に及ぼすメキシコ湾流の影響

温低化に伴うSandy (2012) の降水強化に及ぼすメキシコ湾流の影響

大規模アンサンブルデータd4PDFにおける数十年規模の爆弾低気圧活動

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本流体力学会年会2019

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2019年度秋季大会

篠田 裕太, 川村 隆一，川野 哲也，清水 宏幸

平田 英隆, 川村 隆一，野中 正見

森本昭彦・矢田周平・相木秀則・吉岡真由美・滝川哲太郎

山本 勝

日本海洋学会2019年度秋季大会

日本海洋学会2019年度秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

JPCZ に伴う日本海沿岸の降水持続性に与える長白山系の力学効果

黒潮大蛇行が温帯低気圧中心近傍の強風へ及ぼす影響

台風通過後の東シナ海陸棚縁での慣性振動周期変動の強化

北太平洋西岸域の局所加熱に対する大気応答：二つ玉低気圧活動について

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AGU Fall Meeting 2019（国際学会）

19th Cyclone Workshop（国際学会）

日本気象学会2019年度秋季大会

Masaru Yamamoto

Yanase, W. and H. Niino

柳瀬 亘・嶋田 宇大・北畠 尚子

柳瀬 亘

第2回高・低気圧ワークショップ

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Atmospheric response to local heating over the marginal seas of the Northwestern Pacific: Atmosphere circulation and twin
extratropical cyclone in an idealized model

Parameter sweep experiments on a spectrum on cyclones with diabatic and  baroclinic processes

北西太平洋における亜熱帯低気圧の性質を持つ台風

中緯度プロセスの影響を受けた台風の構造

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

宇宙地球環境の理解に向けての統計数理的アプローチ

大気海洋相互作用に関する研究集会

OceanObs’19（国際学会）

 ３．学会等名

富田裕之, 加古真一郎, 市川香, 和田章義

Hiroyuki Tomita, Tsutomu Hihara, Shin’ichiro Kako, Masahisa Kubota, and Kunio Kutsuwada

富田裕之, 加古真一郎, 市川香

富田裕之

台風研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

衛星観測に基づく台風時の海面フラックス推定

J-OFURO3, a Third-Generation Japanese Ocean Flux Data Set Using Remote-Sensing Observations

衛星観測に基づく台風時の海面フラックス推定

衛星観測と機械学習に基づく海面フラックス推定

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
気象予報士会神奈川支部例会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Approaches for Hydrospheric-Atmospheric Environmental Studies in Asia-Oceania（国際学会）

Hiroyuki Tomita

Hiroyuki Tomita

Miyamoto, Yoshiaki

宮本佳明

JAXA GCOM PI Joint Workshop（国際学会）

Asia-Oceania Geoscience Society 2019 meeting（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Satellite-based estimation of air-sea heat flux for typhoon studies

Surface humidity estimation using AMSR-E/AMSR2

Ekman Pumping Instability: A Mechanism for Secondary Eyewall Formation in Tropical Cyclones

台風に関する最新の研究の紹介

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第30回日本ウミガメ会議みなべ大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2019年度秋季大会

OceanObs 2019（国際学会）

日本気象学会2019年度秋季大会

筆保 弘徳・吉田 康平・吉田 龍二

吉田聡

吉田聡

吉田聡

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

大規模アンサンブルデータで得られた台風発生環境場パターンの将来変化

High-frequency ocean observations under “Bomb cyclones” using Argo floats and sea turtles

紀伊半島沖大気・海洋・海底貫通同時観測

ウミガメバイオロギングデータの気象学・海洋学での活用



2019年

〔図書〕　計9件

2024年

2022年

2022年

294

448

448

Springer

朝倉書店

朝倉書店

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

Miyamoto, Y.

宮本佳明（分担執筆）

川村隆一（分担執筆）

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

Climate Change in Global Cities, In: Yan, W., Galloway, W., Shaw, R. (eds) Resilient and
Adaptive Tokyo

図説 世界の気候事典（編集：山川修治ほか）

図説 世界の気候事典（編集：山川修治ほか）

 ３．書名

 ３．書名

 ２．発表標題

 ３．書名

 １．著者名

第2回高・低気圧ワークショップ
 ３．学会等名

吉田聡
 １．発表者名

 ４．発表年

北太平洋冬季低気圧活動の長期変化



2021年

2022年

2020年

2020年

374

806

56

272

日本気象学会

丸善出版

ＰＨＰ研究所

三笠書房

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

中村 尚，川村 隆一

日本自然災害学会 編　筆保弘徳他

筆保 弘徳

筆保 弘徳、今井 明子、広瀬 駿

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

気候系のhot spot：中緯度大気海洋相互作用研究の新展開, 気象研究ノート

自然災害科学・防災の百科事典

台風の大研究

こちら、横浜国大「そらの研究室」！　天気と気象の特別授業

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名
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2019年

〔産業財産権〕

〔その他〕

６．研究組織

(17102)

IWTC-10 報告書 Topic 3.1（共同執筆） 
https://community.wmo.int/en/iwtc-10-reports

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

山本　勝

(Yaamamoto Masaru)

(10314551)

九州大学・応用力学研究所・准教授

日本図書センター

276

96
 ２．出版社

ベレ出版

筆保弘徳

 ２．出版社

 ４．発行年

筆保 弘徳、山崎 哲、中村 哲、安成 哲平、吉田 龍二、釜江 陽一、下瀬 健一、大橋 唯太、堀田 大介
 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

天気のヒミツがめちゃくちゃわかる！　気象キャラクター図鑑

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ３．書名

 ３．書名

ニュース・天気予報がよくわかる気象キーワード事典



６．研究組織（つづき）

研
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分
担
者

吉田　聡

(Yoshida Akira)

(90392969)

京都大学・防災研究所・准教授

(14301)

研
究
分
担
者

筆保　弘徳

(Fudeyasu Hironori)

(00435843)

横浜国立大学・教育学部・教授

(12701)

研
究
分
担
者

宮本　佳明

(Miyamoto Yoshiaki)

(90612185)

慶應義塾大学・環境情報学部（藤沢）・准教授

(32612)

研
究
分
担
者

金田　幸恵

(Kanada Sachie)

(80727628)

名古屋大学・宇宙地球環境研究所・特任助教

(13901)

研
究
分
担
者

柳瀬　亘

(Yanase Wataru)

(80376540)

気象庁気象研究所・台風・災害気象研究部・主任研究官

(82109)

研
究
分
担
者

森本　昭彦

(Morimoto Akihiko)

(80301323)

愛媛大学・沿岸環境科学研究センター・教授

(16301)

(10101)

研
究
分
担
者

那須野　智江

(Nasuno Tomoe)

(20358766)

国立研究開発法人海洋研究開発機構・地球環境部門(環境変動
予測研究センター)・グループリーダー

(82706)
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(Tomita Hiroyuki)
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北海道大学・地球環境科学研究院・准教授



７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関


